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「養正幼稚園・昭和幼稚園・双葉保育園の統合について」保護者説明会議録（5 月 21 日、22 日、26 日）   

                                         （要点筆記） 

保護者 

 
 

担当課 

 
 
 
 
 

・新聞で知るのではなく、もっと早く知りたかった。多くの園を見学して、養正への入園を

決めた。なぜ、統合場所が養正幼稚園ではなく昭和幼稚園なのか。 
 

・市役所内での会議で決定し、議会の全員協議会で報告してから外部への説明となる。７日

の協議会で報告した２日後に新聞に載った。保護者への説明が後になってしまったことは、

大変申し訳ないと思っている。令和 9 年としたのは、今年度の急激な園児数減少が背景にあ

る。（統合決定により、来年度以降、園児数減少のさらなる加速が予想されるため）少しで

も多くの園児が共に過ごす環境を保証し、集団の中で社会性を育むためにも令和 9 年とし

た。（２園統合で自宅から園が遠くなる方もいるため、車での送迎のしやすさは重要なポイ

ントであり）昭和幼稚園は、駐車場が隣接しており利便性が高い。 

保護者 

 
 

担当課 

・来年度以降の入園受付は行われるのか。現在の年少児が年長の 1 年のみ環境が変わるとな

ると、次年度の転園を考える人も出てくる。益々園児減少が加速するのではないか。 
 

・受付は通常通り行う。統合による園児減少は予想している。それも踏まえ、令和 9 年の統

合が妥当と考えている。また、（現在は年少年中の合同保育だが）園児数減少によっては複

式学級となることも想定せざるを得ない。 

保護者 

 
 

担当課 

・歩いて通園できる養正を選択した。昭和になると車に頼らざるを得ない。再検討を希望す

る。 

 

・送迎面でのご負担をかけることは大変申し訳なく思っている。しかしながら、施設を維持

していくコストを考えても統合のメリットは大きい。代替サービスとなるようなものを提供

することは難しいが、送迎バスのネットワーク（送迎保育ステーション）等、将来的には検

討していく。 

保護者 

 
 

担当課 

・昭和幼稚園になる理由として、駐車場やコスト面等は大人の問題であり、子どもにとって

施設や遊具などの遊びの環境はどうなのか。養正に統合はできないのか。 

 

・子どもの立場から見れば、それぞれの園の良さがある。また、遊具等の環境についての差

はない。多治見市全体の将来を総合的に見据えて、駐車場等の利便性や校区ごとの出生数な

どを考慮して決めた。 

保護者 

 

担当課 

・昭和幼稚園で決定ならば、「検討する」とは何についてなのか。 

 

・令和９年度以外の選択肢、統合時期についての検討である。 

保護者 

 
 

担当課 

・市の方針は理解できる。しかし、入園前に聞いていれば保護者の気持ちも違った。年少の

親として、養正で卒園させたい。この思いをしっかり受け取ってほしい。 

 

・強い思いとしてしっかり受け止め、検討させていただく。 

保護者 

 
 

担当課 

・こども園となると、保育士資格と幼稚園教諭免許の両方が必要になるが、職員配置のハー

ドルが高くなってしまうのではないか。 

 

・多治見市は両方の資格を取得している人を採用している。正規職員は全員資格があり、会

計年度任用職員についても大多数が両方の資格を持っているため、その点についての問題は

ない。 
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保護者 
 

 

担当課 

・今後、園の統合が進んでいくと送迎が大変になることも予想される。昨年度、送迎保育ス

テーションについてのアンケートが行われたが、それについては今どのような状況か。 

 

・（集計結果は市ホームページに公表）送迎保育ステーションについては、あった方がよ

い、無くてよい、の意見が半々であり、送迎保育ステーションよりも、他の保育・教育サー

ビスを拡充すべきとの声が多かった。優先順位として、3 歳未満児の保育ニーズが高いた

め、受け皿の拡大が先と考えている。３歳未満児の受け皿の拡大として、現在７園ある小規

模保育所（３歳未満児のみ１９人定員）を増やす予定である。反面、小規模保育所が増える

と、きょうだいで別々の園に通うご家庭が今より増えることが予想される。送迎の方法につ

いては今後の課題として重要だと考えている。 

保護者 

 

担当課 

・統合等にあたり、令和８年度以降の双葉保育園の定員が減少するなどの変化はあるのか。 

 

・変化はない。これまでと同等である。 

保護者 

 

担当課 

・今の年少児が入園する際に説明はなかった。入園前には分かっていないことだったのか。 

 

・これまで検討を重ねてきた。政策決定したのが昨年度末だったため、入園前の説明は叶わ

なかった。入園前に聞いていれば、園選びの選択肢が変わったかもしれないとのご意見も多

くいただいた。それを踏まえても、統合時期などについて柔軟な対応も考えていく。 

保護者 

 
 

担当課 

・今この場で質問できなくても、家族で話して後から疑問や質問が出るかもしれない。意見

をお伝えできる方法はあるのか。 

 

・叶えられることと、叶えられないこととあるが、心配なこと、聞きたいことは出てくると

予想している。園に言ってもらえれば、保育幼稚園課へ届く。また、場合によっては、意見

交換会の開催も考える。 

保護者 

 
 

担当課 

・園名はどうなるのか。また、養正幼稚園と登園時間が異なると聞いたことがあるが、登園

時間は変わるのか。 
 

・園名は昭和小学校附属幼稚園のままである。養正幼稚園のみ、駐車場の関係から 8：15 か

らドライブスルー（年長・中のみ、年少は 12 月から）での受け入れを行っている。（今年

度からは、門までは保護者が連れてくることに変更）統合後は 8：30 の登園で考えている。 

保護者 

 
 

担当課 

・徒歩で登園している人もいる。養正幼稚園でも同様の方がいるであろう。その方たちから

は、どのような話が出たのか。 

 

・歩いて登園できるから園を選んだというご意見を頂戴した。だからこそ、統合時期につい

て検討した方がよいという認識を得た。 

保護者 

 
 
 

担当課 

・地元説明会はどのような方が対象か。また、どのような話をされるのか。入園希望者への

説明会は行われるのか。親としては、様々な園を見学し、説明を聞くなど情報収集をして園

選びをしている。選択肢を広げるためにも説明を聞く機会があるとよい。 

 

・議員や区長、町内会長をはじめとする、地域の皆さんが対象である。 

・入園受付が 10 月にある。広報で案内できるよう 8 月初旬には決定したい。 

 


